
　
平
成
２８
年
の
初
春
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
迎
え
ら
れ
ま
す
慶
び
を
か
み
し
め
て
お

り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、
戦
後
７０
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
少
子
高
齢

化
、
国
際
化
、
高
度
情
報
化
、
日
本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
の
問
題
、
そ
し
て
地
球
規

模
で
の
環
境
問
題
な
ど
、
大
き
な
波
が
打
ち
寄
せ
、
ま
さ
に
内
憂
外
患
、
変
革
を
求
め

ら
れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
お
い
て
は
、
旧
真
鍋
町
と
旧

土
浦
町
が
合
併
し
、
県
内
３
番
目
の
市
制
が
誕
生
し
て
か
ら
７５
年
と
い
う
節
目
の
年
を

迎
え
、
更
な
る
８０
年
、
１
０
０
年
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
３
月
に
は
常
磐
線
の
東
京
・
品
川
駅
乗
り
入
れ
が
実
現
し
、
５２
年
振
り
に
市

庁
舎
を
土
浦
駅
前
に
移
転
し
た
こ
と
を
は
じ
め
、
新
た
な
消
防
庁
舎
、
市
営
斎
場
、
水

郷
プ
ー
ル
、
図
書
館
な
ど
、
本
市
発
展
の
根
幹
と
な
る
社
会
資
本
整
備
を
重
点
的
に
進

め
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
、
新
し
い
土
浦
市
の
姿
が
見
え
始
め
て
く
る
、
大
変
重
要
な
時
期
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、将
来
へ
の
更
な
る
飛
躍
に
向
け
て
、本
市
の
歴
史
に
刻
ま
れ
る
事
業
を
し
っ

か
り
と
成
し
遂
げ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、「
日
本
一
住
み
や
す
い
ま

ち
土
浦
」の
実
現
に
向
け
、
次
の
５
つ
の
基
本
政
策
に
基
づ
き
、
計
画
的
、
戦
略
性
の

高
い
持
続
可
能
な
行
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
①
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
、
②
心
豊
か
な
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
、
③
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、

④
ふ
れ
あ
い
と
あ
た
た
か
い
ま
ち
づ
く
り
、
⑤
環
境
を
重
視
す
る
ま
ち
づ
く
り
。
私
は

こ
れ
ま
で
も
、「
行
財
政
改
革
の
推
進
」と「
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」を
２
つ
の

柱
と
し
、
市
政
運
営
に
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
５
つ
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
今
後
も
継
続
し
て
手
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
市
民
の

皆
さ
ま
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
本
市
の
新
た
な
発
展
へ
の
針
路
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
な
が
ら
、
こ
の
一
年
が
更
な

る
飛
躍
の
年
と
な
る
よ
う
、
こ
れ
ら
の
政
策
を
全
身
全
霊
で
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
一
年
で
あ
り
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て

　

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

土
浦
市
長　
　

中　

川　
　

清
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①土浦市新治村合併記念式典

⑤特別巡回ラジオ体操

③まちばん荒川沖開設

②大相撲土浦・牛久場所

⑥七色帆曳船
④かすみがうらマラソンに車いすの部を創設

新しい土浦市へ
　今年度、土浦市は市制施行75周年を迎えました。約半世紀ぶりに市庁舎が土浦駅前に移転したほか、
新図書館や新消防庁舎の建設なども進み、土浦市は新しく生まれ変わっています。
　また、本年は旧新治村との合併から10年を迎えます。今号では、この10年間の土浦市の出来事を写真
で振り返ります。

25 25 24 23 22 21 20 19 18 年
８ ８ ７ ４ ３ 12 11 ８ ５ ４ ３ ３ ２ 11 10 ６ ４ 12 ９ ７ 11 ８ ３ 10 ３ ２ 月
常
総
学
院
高
等
学
校
が
全
国
高
校
野
球

選
手
権
大
会
で
ベ
ス
ト
８
進
出
⑲

小
野
小
町
伝
説
を
も
と
に
し
た
オ
ペ
ラ

を
上
演

髙
安
関
が
殊
勲
賞
を
受
賞
⑱

小
町
の
館
体
験
館
オ
ー
プ
ン
⑰

市
立
博
物
館
開
館
25
周
年
記
念

「
婆
裟
羅
た
ち
の
武
装
」開
催

水
郷
桜
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
⑯

土
浦
市
が
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
⑮

朝
日
ト
ン
ネ
ル
開
通
⑭

土
浦
市
在
住
の
藤
田
征
樹
さ
ん
が
ロ
ン
ド

ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
銅
メ
ダ
ル
獲
得
⑬

土
浦
市
出
身
の
福
見
友
子
さ
ん
、
糸
山

真
与
さ
ん
が
ロ
ン
ド
ン
五
輪
に
出
場

（
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業
）

（
金
環
日
食
を
観
測
）⑫

「
筑
波
大
学
附
属
病
院
土
浦
市
地
域
臨

床
教
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
設
置

子
育
て
交
流
サ
ロ
ン「
の
ぞ
み
」開
設
⑪

川
口
運
動
公
園
野
球
場
に
電
光
表
示
式

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
を
設
置
⑩

パ
ロ
ア
ル
ト
市
長
表
敬
訪
問
⑨

（
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ド
イ
ツ

大
会
で
サ
ッ
カ
ー
女
子
日
本
代
表
初
優
勝
）

（
東
日
本
大
震
災
）⑧

防
災
行
政
無
線
設
置

国
道
３
５
４
号
土
浦
バ
イ
パ
ス
開
通

防
犯
ス
テ
ー
シ
ョ
ン「
ま
ち
ば
ん
神
立
」

開
設

市
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
挙
行

つ
ち
ま
る
誕
生・七
色
帆
曳
船
操
業
⑥
・
⑦

市
制
施
行
70
周
年
記
念

特
別
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
実
施
⑤

（
小
惑
星
探
査
機「
は
や
ぶ
さ
」が
帰
還
）

第
20
回
記
念
か
す
み
が
う
ら
マ
ラ
ソ
ン

兼
国
際
盲
人
マ
ラ
ソ
ン
か
す
み
が
う
ら

大
会
に「
車
い
す
の
部
」を
新
設
④

防
犯
ス
テ
ー
シ
ョ
ン「
ま
ち
ば
ん
荒
川

沖
」開
設
③

福
見
友
子
さ
ん
が
世
界
柔
道
選
手
権
大

会
の
48
㌔
級
で
優
勝

（
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
実
験
棟

「
き
ぼ
う
」完
成
）

天
皇
皇
后
両
陛
下
茨
城
県
行
幸
啓
の
際

に
土
浦
市
へ

（
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
）

第
７
次
土
浦
市
総
合
計
画
策
定

大
相
撲
土
浦
・
牛
久
場
所
②

（
第
１
回
Ｗ
Ｂ
Ｃ
日
本
優
勝
）

土
浦
市
と
新
治
村
が
合
併
①

出
　
来
　
事
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⑩川口運動公園野球場スコアボード設置

⑪子育て交流サロン「のぞみ」開設

⑨姉妹都市のパロアルト市長が訪問

⑭朝日トンネル開通

⑬藤田征樹さん銅メダル獲得

⑮男女共同参画都市宣言

⑱髙安関殊勲賞受賞

⑰小町の館体験館オープン

⑲常総学院夏の甲子園で躍動

⑦つちまる誕生

⑯水郷桜イルミネーション

⑫金環日食

⑧東日本大震災

25 25 24 23 22 21 20 19 18 年
８ ８ ７ ４ ３ 12 11 ８ ５ ４ ３ ３ ２ 11 10 ６ ４ 12 ９ ７ 11 ８ ３ 10 ３ ２ 月
常
総
学
院
高
等
学
校
が
全
国
高
校
野
球

選
手
権
大
会
で
ベ
ス
ト
８
進
出
⑲

小
野
小
町
伝
説
を
も
と
に
し
た
オ
ペ
ラ

を
上
演

髙
安
関
が
殊
勲
賞
を
受
賞
⑱

小
町
の
館
体
験
館
オ
ー
プ
ン
⑰

市
立
博
物
館
開
館
25
周
年
記
念

「
婆
裟
羅
た
ち
の
武
装
」開
催

水
郷
桜
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
⑯

土
浦
市
が
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
⑮

朝
日
ト
ン
ネ
ル
開
通
⑭

土
浦
市
在
住
の
藤
田
征
樹
さ
ん
が
ロ
ン
ド

ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
銅
メ
ダ
ル
獲
得
⑬

土
浦
市
出
身
の
福
見
友
子
さ
ん
、
糸
山

真
与
さ
ん
が
ロ
ン
ド
ン
五
輪
に
出
場

（
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業
）

（
金
環
日
食
を
観
測
）⑫

「
筑
波
大
学
附
属
病
院
土
浦
市
地
域
臨

床
教
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
設
置

子
育
て
交
流
サ
ロ
ン「
の
ぞ
み
」開
設
⑪

川
口
運
動
公
園
野
球
場
に
電
光
表
示
式

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
を
設
置
⑩

パ
ロ
ア
ル
ト
市
長
表
敬
訪
問
⑨

（
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ド
イ
ツ

大
会
で
サ
ッ
カ
ー
女
子
日
本
代
表
初
優
勝
）

（
東
日
本
大
震
災
）⑧

防
災
行
政
無
線
設
置

国
道
３
５
４
号
土
浦
バ
イ
パ
ス
開
通

防
犯
ス
テ
ー
シ
ョ
ン「
ま
ち
ば
ん
神
立
」

開
設

市
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
挙
行

つ
ち
ま
る
誕
生・七
色
帆
曳
船
操
業
⑥
・
⑦

市
制
施
行
70
周
年
記
念

特
別
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
実
施
⑤

（
小
惑
星
探
査
機「
は
や
ぶ
さ
」が
帰
還
）

第
20
回
記
念
か
す
み
が
う
ら
マ
ラ
ソ
ン

兼
国
際
盲
人
マ
ラ
ソ
ン
か
す
み
が
う
ら

大
会
に「
車
い
す
の
部
」を
新
設
④

防
犯
ス
テ
ー
シ
ョ
ン「
ま
ち
ば
ん
荒
川

沖
」開
設
③

福
見
友
子
さ
ん
が
世
界
柔
道
選
手
権
大

会
の
48
㌔
級
で
優
勝

（
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
実
験
棟

「
き
ぼ
う
」完
成
）

天
皇
皇
后
両
陛
下
茨
城
県
行
幸
啓
の
際

に
土
浦
市
へ

（
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
）

第
７
次
土
浦
市
総
合
計
画
策
定

大
相
撲
土
浦
・
牛
久
場
所
②

（
第
１
回
Ｗ
Ｂ
Ｃ
日
本
優
勝
）

土
浦
市
と
新
治
村
が
合
併
①

出
　
来
　
事

■特集　新しい土浦市へ
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上野東京ライン開通

新市庁舎開庁記念土浦全国花火競技大会

土浦市役所新庁舎開庁

ウィンターフェスティバル

関東・東北豪雨

キララちゃんバス10周年

キララまつり

土浦四中新体操部が全国大会で優勝

新治運動公園野球場

⑳新治地区公民館リニューアル

田んぼアート

21

22

23

26

25

24

28

新庁舎開庁記念市役所ウェルカム29
土浦市役所旧庁舎閉庁27

30

31 29 28 27 26 25

10 ７ ２ 11 ９ ８ ３ 11 ９ ８ ５ ４ ３ ２ 11 10
新
神
立
駅
完
成
予
定

新
図
書
館
完
成
予
定

新
市
営
球
場
完
成
予
定

新
市
営
斎
場
完
成
予
定

水
郷
プ
ー
ル
完
成
予
定

新
消
防
庁
舎
完
成
予
定

ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

う
ら
ら
広
場
な
ど
で
開
催

土
浦
市
役
所
旧
庁
舎
閉
庁

新
庁
舎
開
庁　

・　

（
関
東
・
東
北
豪
雨
）

土
浦
第
四
中
学
校
新
体
操
部
が
全
国
中
学

校
体
育
大
会
で
優
勝

上
野
東
京
ラ
イ
ン
が
開
通

（
北
陸
新
幹
線
が
開
通
）

キ
ラ
ラ
ち
ゃ
ん
バ
ス
10
周
年

（
御
嶽
山
が
７
年
ぶ
り
に
噴
火
）

（
テ
ニ
ス
の
全
米
オ
ー
プ
ン
で
錦
織
圭

さ
ん
が
準
優
勝
）

武
者
塚
古
墳
出
土
品
が
国
指
定
重
要
文

化
財
に
指
定

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
鑑
賞
会

新
治
運
動
公
園
野
球
場
完
成

（
消
費
税
を
５
％
か
ら
８
％
に
）

土
浦
市
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
認
定

（
関
東
甲
信
地
方
で
大
雪
）

土
浦
そ
ば
ま
つ
り
開
催

新
治
地
区
公
民
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
⑳

21

22

23
24

25
26

27

28

29

30
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新市営斎場（平成28年10月）
新図書館（平成29年）

　老朽化、狭あい化が著しい消防本部および土浦消
防署を、大規模災害時においても消防活動拠点とし
て機能する庁舎に建替えます。

新消防庁舎（平成28年２月）水郷プール（平成28年７月）

これからの
土浦市

　中央図書館としてふさわしい機能を満たしつつ、
中心市街地活性化を担う駅前図書館として、大勢の
市民に親しまれ、利用される図書館を整備します。
また、市民に開かれた芸術文化の活動の拠点となる
本格的なギャラリーも併設します。

　老朽化が著しい市営斎場については、より一層の
利便性向上を図るため、市民ニーズに合わせ、環境
にも配慮した整備を進めます。

　東日本大震災で被災し、現在休業している水郷
プールを、夏季のスポーツ・レクリエーション施設
として再整備します。

神立駅前西口地区土地
区画整理事業（平成31年）

　神立駅西口地区周辺については、土地区画整
理事業に併せ、駅舎の橋上化、東西自由通路お
よび駅東歩行者専用通路も整備し、本市の北の
拠点にふさわしいまちづくりを進めます。

31 29 28 27 26 25

10 ７ ２ 11 ９ ８ ３ 11 ９ ８ ５ ４ ３ ２ 11 10
新
神
立
駅
完
成
予
定

新
図
書
館
完
成
予
定

新
市
営
球
場
完
成
予
定

新
市
営
斎
場
完
成
予
定

水
郷
プ
ー
ル
完
成
予
定

新
消
防
庁
舎
完
成
予
定

ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

う
ら
ら
広
場
な
ど
で
開
催

土
浦
市
役
所
旧
庁
舎
閉
庁

新
庁
舎
開
庁　

・　

（
関
東
・
東
北
豪
雨
）

土
浦
第
四
中
学
校
新
体
操
部
が
全
国
中
学

校
体
育
大
会
で
優
勝

上
野
東
京
ラ
イ
ン
が
開
通

（
北
陸
新
幹
線
が
開
通
）

キ
ラ
ラ
ち
ゃ
ん
バ
ス
10
周
年

（
御
嶽
山
が
７
年
ぶ
り
に
噴
火
）

（
テ
ニ
ス
の
全
米
オ
ー
プ
ン
で
錦
織
圭

さ
ん
が
準
優
勝
）

武
者
塚
古
墳
出
土
品
が
国
指
定
重
要
文

化
財
に
指
定

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
鑑
賞
会

新
治
運
動
公
園
野
球
場
完
成

（
消
費
税
を
５
％
か
ら
８
％
に
）

土
浦
市
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
認
定

（
関
東
甲
信
地
方
で
大
雪
）

土
浦
そ
ば
ま
つ
り
開
催

新
治
地
区
公
民
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
⑳

■特集　新しい土浦市へ
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I N F O M A T I O N

土浦市役所　☎826-1111
防災行政無線　　0120-826113

情報ひろば情報ひろば
日 日時・日程

会場場
対 対象者

内 内容
定 定員

問 問い合わせ

申 申込方法
料金・受講料￥

持 持ち物

〆 締め切り

他 その他

講 講師

Information
市ホームページで市庁舎案内図を掲載しています。
http://www.city.tsuchiura.lg.jp/page/page001225.html

平
成
28
年
出
初
式

日
・
場
１
月
９
日
㈯　

◉
観
閲
…
午
前
８
時
30
分
・
市
民

会
館
駐
車
場

◉
式
典
…
午
前
９
時
・
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル

◉
木
遣
り
歌
、
梯
子
乗
り
…
午
前

10
時
45
分
・
う
ら
ら
広
場

◉
分
列
行
進
…
午
前
11
時
10
分
・

う
ら
ら
広
場
前

◉
一
斉
放
水
…
午
前
11
時
55
分
・

霞
ヶ
浦
湖
畔（
川
口
二
丁
目
・

港
町
二
丁
目
土
浦
港
）

※
一
斉
放
水
に
は

　
防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
も
参
加
し

ま
す
。
雨
天
の

と
き
は
式
典
の

み
開
催
し
ま
す
。

問
消
防
本
部
警
防
救
急
課（
☎
８

２
１
・
０
１
１
９
）

ど
ん
ど
焼
き

日
１
月
16
日
㈯　
午
前
11
時
点
火

（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
～
11

時
30
分
。
荒
天
中
止
） 

場
桜
川
河
川
敷（
学
園
大
橋
付
近
）

内
し
め
縄
や
松
飾
り
な
ど
の
正
月

用
品
を
燃
や
し
、
１
年
間
の
無

病
息
災
を
祈
り
ま
す
。

他
先
着
２
０
０
人
に
お
餅
を
配
布

し
ま
す
。

※
持
ち
込
み
は
、
燃
や
せ
る
部
分

に
限
り
ま
す
。
環
境
保
護
の
た

め
、
正
月
用
品
に
付
属
す
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ビ
ニ
ー
ル
、
金

具
、陶
製
、生
も
の
は
外
し
て
、

当
日
の
午
前
９
時
以
降
に
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
立
博
物
館（
☎
８
２
４
・
２

９
２
８
）

内
マ
ラ
ソ
ン
や
応
援
に
ち
な
ん
だ

川
柳
、
ま
た
は
霞
ヶ
浦
周
辺
の

景
観
や
特
産
品
な
ど
ふ
る
さ
と

自
慢
に
関
す
る
川
柳
で
、
茨
城

弁
を
使
用
し
た
も
の
を
募
集
し

ま
す
。

申
作
品
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先

を
記
入
し
、フ
ァ
ク
ス
、郵
送
、

か
す
み
が
う
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

〆
１
月
31
日
㈰

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
内
線
５

１
５
８
、FAX
８
２
６・２
７
５
５
）

第
26
回
か
す
み
が
う
ら
マ
ラ

ソ
ン
応
援
川
柳
大
募
集
!!

「
安
心
を　

つ
な
ぐ
ダ
イ
ヤ
ル

１
１
０
番
」

１
１
０
番
は
事
件
・
事
故
に

あ
っ
た
と
き
や
目
撃
し
た
と
き
に

警
察
へ
緊
急
通
報
す
る
た
め
の
手

段
で
す
。
急
を
要
さ
な
い
要
望
や

相
談
は
、
次
の
番
号
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

◉
警
察
相
談
専
用
電
話

　
＃
９
１
１
０

◉
女
性
専
用
相
談
電
話

　
０
２
９
・
３
０
１
・
８
１
０
７

※
携
帯
電
話
か
ら
１
１
０
番
す
る

と
き
は
市
外
局
番
無
し
で
プ
ッ

シ
ュ
し
、
通
報
場
所
付
近
の
お

店
や
、
電
柱
番
号
な
ど
を
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
１
月
10
日
㈰　
午
前
11
時
か
ら

場
イ
オ
ン
モ
ー
ル
土
浦（
上
高
津
）

１
月
10
日
は「
１
１
０
番
の
日
」

問
土
浦
警
察
署（
☎
８
２
１
・
０

１
１
０
）

み
ん
な
で
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
み
ん
な
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」

日
１
月
23
日
㈯　
午
後
１
時
30
分

～
４
時

場
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

内
基
調
講
演「
ま
ち
を
楽
し
む
、

ま
ち
を
育
て
る
」（
野
中
勝
利
さ

ん
・
筑
波
大
学
教
授
）、パ
ネ
ル

ト
ー
ク（
桜
ヶ
丘
町
、
常
陽
銀

行
、
ざ
っ
き
ょ
や
く
ら
ぶ
、
三

中
地
区
市
民
委
員
会
）、ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

問
市
民
活
動
課（
☎
内
線
２
２
３
４
）

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

市
で
は
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
受
け
た
お
子
さ
ん
に
対
し
、

申
請
に
よ
り
接
種
費
用
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

対
接
種
日
に
土
浦
市
民
で
、
次
の

全
て
に
該
当
す
る
方（
す
で
に

補
助
を
受
け
た
方
は
除
く
）

　
接
種
日
／
平
成
21
年
４
月
～
２３

年
３
月

　
接
種
時
の
年
齢
／
生
後
３
か
月

以
上
３
歳
未
満　

持
接
種
時
の
予
診
票
と
領
収
書

〆
３
月
31
日
㈭

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課（
☎
８
２
６
・
３

４
７
１
）

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
活
動
報
告
会

【
ソ
ロ
モ
ン
、
セ
ネ
ガ
ル
】

日
１
月
16
日
㈯　
午
後
２
時
～
４

時
場
ワ
ー
ク
ヒ
ル
土
浦

内
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
海
外

で
活
躍
し
た
方
々
が
、
現
地
で

の
協
力
活
動
や
体
験
に
つ
い
て

話
し
ま
す
。

定
70
人（
先
着
順
）

申
電
話
で

問
土
浦
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
市
民
活
動
課
内 

☎
内
線
２
０

３
０
）

日
１
月
12
日
㈫
～
14
日
㈭
、
１
月

19
日
㈫
～
21
日
㈭
、
１
月
26
日

㈫
～
28
日
㈭（
日
没
か
ら
約
３

時
間
以
内
）

場
陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
飛
行
場
お

よ
び
同
周
辺
空
域

内
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
３
～
４
機

問
陸
上
自
衛
隊
航
空
学
校
霞
ヶ
浦

校
総
務
課（
☎
８
４
２
・
１
２

１
１　
内
線
３
４
２
０
）

陸
上
自
衛
隊
夜
間
飛
行
訓
練

マイシティつちうら
まちの話題やニュースをお届けし
ます。土浦ケーブルテレビ　デジタル
11ch（111ch）【毎日 9：00/12：00/16：
00/20：00 の各15分】

つちうら情報ステーション
市のイベントや事業などの情報を
お届けします。茨城放送（1458KHz）

【毎週木曜日　8：25 ～ 8：30】
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情報ひろば
　　　お車で来庁の際は、本庁舎駐車場、土浦駅東駐車場、土浦駅西駐
車場をご利用のうえ、駐車券をお持ちください。

甲
種
防
火
管
理
再
講
習
会

日
２
月
17
日
㈬　
午
前
９
時
30
分

～
11
時
30
分（
受
け
付
け
は
午

前
９
時
か
ら
）

場
新
治
地
区
公
民
館

定
40
人（
先
着
順
）

￥
１
５
０
０
円

申
１
月
25
日
㈪
・
26
日
㈫　
午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分
ま
た
は

午
後
１
時
30
分
～
４
時
の
間
に

消
防
本
部
へ
直
接

問
市
消
防
本
部
予
防
課（
☎
８
２

１・５
９
６
７
）

日
１
月
31
日
㈰　

午
前
11
時
か

ら
、
午
後
２
時
か
ら

場
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

対
小
学
生
以
下（
保
護
者
同
伴
）

内
牛
乳
パ
ッ
ク
を
活
用
し
た
可
愛

い
鬼
の
豆
入
れ
箱
の
工
作

定
各
10
人（
先
着
順
）

申
電
話
ま
た
は
直
接

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
工
作
教
室

日
１
月
24
日
㈰　
①
１
部
…
午
後

２
時
～
５
時
、
②
２
部
…
午
後

６
時
～
８
時

場
小
町
の
館

対
市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
以
上

内
①
ジ
オ
体
感
教
室
、
②
天
体
望

遠
鏡
で
星
空
観
望
会

定
20
人（
先
着
順
）

申
電
話
で

※
片
方
の
み
参
加
も
可
。
参
加
者

プ
レ
ゼ
ン
ト
有
り
。
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
環
境
保
全
課（
☎
内
線
２
３
７
９
）

ジ
オ（
地
球
）と
宇
宙
の
体
感
教
室

日
１
月
29
日
㈮　
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分（
受
け
付
け
は
午

後
１
時
～
３
時
）

場
土
浦
合
同
庁
舎（
真
鍋
五
丁
目
）

対
若
者
や
離
職
後
の
再
就
職
を
目

指
す
方（
現
在
学
生
の
方
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
）

内
県
内
に
勤
務
先
ま
た
は
本
社
の

あ
る
事
業
所
約
20
社
が
参
加
。

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、

　
就
農
相
談
、
介
護
福
祉
職
相
談

コ
ー
ナ
ー
も
設
置
。

問
い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
８
２
５
・
３
４
１
０
）

元
気
い
ば
ら
き就

職
面
接
会 　
　

日
１
月
17
日
㈰　
午
後
０
時
30
分

～
３
時
30
分

場
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー（
水
戸
市

千
波
町
）

対
求
職
中
の
看
護
学
生
お
よ
び
看

護
職
員
、
看
護
大
学
や
看
護
学

校
な
ど
の
進
学
希
望
者

内
県
内
の
医
療
機
関
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
看
護
師

等
学
校
養
成
所
が
参
加

問
茨
城
県
看
護
協
会（
☎
０
２
９・

２
２
１
・
６
９
０
０
）

い
ば
ら
き
看
護
職

合
同
進
学
・
就
職
説
明
会

保
育
所
非
常
勤
職
員
募
集

内
募
集
職
種
・
人
員
／

　
①
保
育
士
…
５
人
程
度
、
②
正

看
護
師
…
３
人

任
用
期
間
／
４
月
１
日
～
29
年

３
月
31
日

勤
務
場
所
／
市
内
公
立
保
育
所

勤
務
日
時
／
①
週
５
日・
午
前

７
時
30
分
～
午
後
７
時（
シ
フ

ト
制
7.5
時
間
）、
②
週
５
日
・

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

賃
金
／
①
月
給
15
万
８
４
０
０

円
、
②
時
給
１
２
６
０
円

※
複
数
担
任
制
で
保
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。応
募
方
法
な
ど
、詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
福
祉
課（
☎
内
線
２
４

１
９
）

平
成
28
年
度
土
浦
市
奨
学
生
募
集

対
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

◉
平
成
28
年
３
月
に
市
立
中
学
校

を
卒
業
し
、
県
内
の
高
等
学
校

に
進
学
を
予
定
し
て
い
る
方

◉
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
方

◉
引
き
続
き
１
年
以
上
市
内
に
住

所
を
有
し
て
い
る
方（
扶
養
義
務

者
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
方
も

含
む
）

◉
成
績
良
好
、
品
行
方
正
で
あ
る

こ
と

◉
他
の
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い

こ
と

内
給
付
金
額
／
月
額
７
０
０
０
円

定
16
人

〆
２
月
５
日
㈮

※
現
在
通
学
し
て
い
る
中
学
校
長

か
ら
の
推
薦
が
必
要
で
す
。
担

　
任
の
先
生
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
教
育
総
務
課（
☎
内
線
５
１
０
３
）

土
浦
食
堂　

体
験
料
理
講
座

日
①
２
月
14
日
㈰
、　

②
２
月
28

日
㈰　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30

生
涯
学
習
館
体
験
講
座

分
～
午
後
１
時

講
小
口
敏
和
さ
ん（
国
民
宿
舎「
水

郷
」料
理
長
）

内
①
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
、
②

魚
の
お
ろ
し
方
、簡
単
料
理

￥
各
１
０
０
０
円

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ス
イ
ー
ツ
講
座

日
２
月
７
日
㈰  

午
前
10
時
～
正
午

講
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
さ
ん（
イ
タ
リ
ア

料
理
人
）

￥
２
０
０
０
円

◎
共
通

場
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
各
20
人（
抽
選
）

申
往
復
は
が
き
に
住
所
、氏
名（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、

希
望
講
座
、
性
別
を
記
入
し
て

郵
送
、
ま
た
は
郵
便
は
が
き
を

窓
口
に
直
接（
月
曜
休
館
）

〆
１
月
24
日
㈰（
消
印
有
効
）

問
生
涯
学
習
館（
☎
８
２
２
・
３

３
８
１
、
〒
３
０
０‐
０
０
４

５ 

文
京
町
９‐２
）

平
成
27
年
度

中
心
市
街
地
セ
ミ
ナ
ー

日
１
月
25
日
㈪　
午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分

場
亀
城
プ
ラ
ザ

内
講
演「
富
山
県
富
山
市
の
中
心

市
街
地
活
性
化
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
」（
山
下
裕
子

さ
ん・
Ｇ
Ｐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理

事
）、
意
見
交
換
、
県
内
の
事

例
の
紹
介
な
ど

〆
１
月
21
日
㈭
必
着

申
名
前
、
団
体
名
、
電
話
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
セ
ミ
ナ
ー

名
を
記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
メ
ー
ル
で

問
県
中
小
企
業
課（
☎
０
２
９・３

０
１・３
５
５
０
、FAX
０
２
９・３

０
１・３
５
６
９
、　shoryu1

@
pref.ibaraki.lg.jp

）

問
同
セ
ン
タ
ー（
☎
８
２
６
・
４

８
２
９
）
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市
民
の
皆
さ
ま　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は「
上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
」が
整
備
さ
れ
、
考
古
資
料
館
が
開
館
し
て
20
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
れ
を
記
念
し
て
第
十
四
回
特
別
展『
上
高
津
貝
塚
の
こ
ろ
―
縄
文
後
晩
期　
円

熟
の
技
と
美
―
』を
開
催
し
ま
し
た
。
期
間
中
博は
っ
こ古

研
究
会
と
共
催
で
中
国
か
ら
研
究
者
を
お
招
き
し
て
、

霞
ヶ
浦
沿
岸
と
中
国
山
東
半
島
の
貝
塚
に
つ
い
て
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
変
好
評
で
市
内
は
勿
論
県

外
か
ら
も
多
く
の
見
学
者
が
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
。皆
さ
ま
の
心
暖
か
い
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
今
回
は
、
１
９
６
３
年
８
月
か
ら
翌
年
３
月
に
か
け
て
、
筑
波
研
究
学
園
都
市
建
設
に
伴
う
道
路（
土

浦
学
園
線
）敷
地
内
の
事
前
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
人
物
埴
輪
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
こ
の
人
物
埴
輪
は
、
宍
塚
大
池
を
中
心
に
前
方
後
円
墳
３
基
、
円
墳
等
22
基
か
ら
構
成
さ
れ
た
宍
塚
古
墳

群
の
六
号
墳
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
す
。
発
掘
さ
れ
た
古
墳
は
一
号
墳
、
五
号
墳
、
六
号
墳
の
３
基
で
、

こ
の
埴
輪
が
発
見
さ
れ
た
六
号
墳
は
、
古
墳
群
の
東
端
に
位
置
し
て
い
ま
し
た
。
六
号
墳
は
前
方
部
を
北
西

に
向
け
る
全
長
23
㍍
の
前
方
後
円
墳
で
、
埴
輪
は
く
び
れ
部
東
側
の
周し
ゅ
う
こ
う隍底
か
ら
転
落
し
た
状
態
で
出
土
し

ま
し
た
。

大場先生が当時、宍塚の般若寺を
訪れて梵鐘の銘文をメモしたもの

土
浦
市
立
博
物
館
長

上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
館
長

茨
城
大
学
名
誉
教
授

茂
木
雅
博

文
芸春
新

宍
塚
古
墳
群
の
人
物
埴
輪

広報つちうら　№1162　8
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そ
の
法
量
は
高
さ
16
㌢
、
首
部
の
径
6.5
㌢
、
厚
さ
２
㌢
で
、
装そ
う
し
ん
ぐ

身
具
は
右
耳
に
耳
飾
り
が
貼
り
付
け
ら
れ
現
存
し
て
い
ま
し
た
が
、
左
側
は

剥
離
し
て
、
そ
の
痕
跡
を
留
め
て
い
る
の
み
で
す
。
頭ず
き
ん巾
を
被
っ
た
人
物
埴
輪
の
頭
部
で
、
髪
を
結
っ
た
痕
跡
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
製
作
は

粘
土
紐
を
巻
き
上
げ
、
頭
巾
部
は
板
状
に
延
し
た
粘
土
で
巻
い
て
い
ま
す
。
二
次
的
な
調
整
は
板
状
工
具
で
縦
位
に
削
り
、
最
終
的
に
は
掌
で

撫
で
て
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
胎た
い
ど土（

粘
土
）に
は
小
石
を
含
み
、
多
量
の
雲う
ん
も母

片
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
両
眼
と
口
は
鋭
利
な
刃
物
で
見
事
に
切
り

抜
か
れ
、
鼻
と
眉
毛
は
粘
土
を
貼
り
つ
け
て
整
形
し
て
い
ま
す
。
顔
全
体
は
均
整
の
整
っ
た
造
形
美
で
す
。
焼
成
は
良
好
で
、
他
に
馬
形
埴
輪
、

朝
顔
形
埴
輪
、
円
筒
埴
輪
等
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
当
時
は
、
現
在
の
様
に
体
制
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
時
代
で
、
土
浦
市
教
育
委
員
会
は
茨
城
県
教
育
委
員
会
の
指
導
に
よ
り
、
国
学
院

大
学
教
授
大お
お
ば
い
わ
お

場
磐
雄
博
士
に
調
査
を
依
頼
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
発
掘
調
査
は
大
場
先
生
の
陣
頭
指
揮
の
も
と
、
土
地
所
有
者
宅
に
調
査
本
部
が
置
か
れ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
先
生
が
逝
去
さ
れ
る
前

に
、
先
生
の
調
査
記
録
の
保
管
を
託
さ
れ
、
館
長
就
任
後
そ
の
整
理
に
時
間
を
費
や
し
、
昨
年
夏
で
完
了
し
ま
し
た
。
そ
の
記
録
の
中
に
こ
の

調
査
の
こ
と
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
埴
輪
に
つ
い
て
短
歌
を
残
し
て
居
ら
れ
た
の
で
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

　
土
浦
行　
四
三・八・三
十
一
～
九・一
、九・七
、八

　
円
墳
二
基
、
前
方
後
円
墳
一
基
、
円
墳
は
円
筒
埴
輪（
形
象
埴
輪
も
含
む
）を
め
ぐ
ら
し
た
り
、
主
体
部
不
明

　
前
方
後
円
墳
は
後
円
部
の
西
側
に
造
出
様
の
も
の
あ
り
。

　
〇
千
餘
り
こ
と
こ
の
奥
津
城
に
ね
む
り
越
し

　
　
夢
お
と
ろ
か
し
鍬
の
音
す
る

　
　
　
　
　
埴
輪
の
人
形
う
つ
ろ
な
る
目

　
〇
貴
人
に
仕
え
し
人
の
象
な
ら
む

　
　
た
だ
う
つ
ろ
な
る
目
こ
そ
か
な
し
き

　
〇
い
つ
の
代
に
い
か
な
る
人
の
こ
や
し
け
む

　
　
こ
の
丘
の
上
の
奥
津
城
さ
び
し

　
な
お
、
こ
の
古
墳
群
の
出
土
品
は
調
査
終
了
後
に
土
浦
市
に
返
還
さ
れ
、
現
在
は

上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

9　広報つちうら　2015.1.19　広報つちうら　2016.1.1
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霞
ヶ
浦
の
湖
畔
で
白
い
帆
曳
船
を
見
て
い
る
と
、
此
の
世
の
憂
さ
は
、

ど
こ
吹
く
風
、
じ
ん
じ
ん
と
し
て
い
た
心
も
静
寂
に
惹
か
れ
て
い
く
。

　

仏
壇
を
清
掃
し
カ
レ
ン
ダ
ー
を
取
替
え
、
大
鍋
に
の
っ
ぺ
い
汁
が
ふ

つ
ふ
つ
と
煮
え
て
い
る
。
あ
と
は
新
春
を
待
つ
ば
か
り
。

　

秋
に
な
っ
て
も
ま
だ
蕾
が
あ
っ
た
の
で
、
部
屋
に
入
れ
た
と
こ
ろ
、

次
々
と
咲
く
。
冬
に
は
不
似
合
い
だ
が
、
元
気
で
頼
も
し
い
。

　

今
や
人
生
百
歳
時
代
。
詠
み
書
き
、
ス
ポ
ー
ツ
も
無
理
の
無
い
よ
う
に
七

割
ほ
ど
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
平
和
な
国
が
続
き
ま
す
よ
う
に
。

　

ふ
と
空
の
美
し
さ
に
気
付
き
見
上
げ
れ
ば
、
ぽ
っ
か
り
白
い
雲
が
流

れ
て
い
て
思
わ
ず
自
分
も
自
由
気
儘
に
旅
が
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

我
家
の
庭
の
南
天
の
実
が
眩
し
い
ほ
ど
き
ら
き
ら
輝
き
、
一
年
を
無

事
に
過
ご
せ
た
安
堵
と
新
年
を
迎
え
る
喜
び
を
感
じ
て
い
る
。

　

今
年
は
、
夫
が
傘
寿
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
あ
り
、
病
身
の
私
も
長

寿
の
姑
と
元
気
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
喜
ば
し
い
記
念
の
年
で
あ
る
。

新
春
に
詠
む
短
歌

新
春
に
詠
む
短
歌

百
七
歳
の
姑
と
生
か
さ
れ
夫つ

ま

と
わ
れ
新
年
の
屠と

そ蘇
の
格
別
旨
し

腰
山　

佑
子

　

近
頃
雀
の
姿
を
あ
ま
り
み
か
け
な
く
な
っ
た
。
昔
は
よ
く
見
か
け
た

最
も
親
し
い
鳥
な
の
に
。
帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

　

鬼
怒
川
の
堤
防
決
壊
し
、
人
家
や
田
畑
に
迫
る
濁
流
に
、
ヘ
リ
か
ら
救
助

の
一
本
の
命
綱
が
下
り
る
ニ
ュ
ー
ス
を
祈
り
と
感
動
の
気
持
で
見
詰
め
る
。

　

娘
の
家
の
紅
梅
が
開
き
初
め
た
時
、
梅
の
木
の
高
さ
も
程
よ
く
花
の

色
も
上
品
で
素
朴
な
美
し
さ
に
思
わ
ず
見
と
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

周
囲
の
心
配
を
よ
そ
に
夏
休
み
の
孫
は
元
気
に
神
戸
へ
戻
り
、
仙
台

の
ジ
ジ
バ
バ
も
一
安
心
。
去
年
の
息
子
宅
の
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

　

エ
ン
ジ
ン
以
外
木
と
紙
の
零
戦
で
Ｂ
29
を
迎
撃
し
た
無
謀
な
戦
争
。
そ

れ
を
放
棄
し
た
は
ず
の
日
本
の
憲
法
、は
た
し
て
あ
り
や
戦
後
八
十
年
は
。

　

時
間
に
追
わ
れ
暮
ら
し
に
追
わ
れ
定
年
を
迎
え
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
頑

張
る
の
は
や
め
日
々
の
暮
ら
し
を
見
据
え
て
睦
ま
じ
く
丁
寧
に
生
き
た
い
。

　

空
気
の
澄
む
特
に
冬
の
筑
波
は
美
し
い
。
内
外
共
に
先
行
き
の
不
安

の
世
を
想
う
時
、
万
葉
集
の
東
歌
に
も
残
る
名
峰
つ
く
ば
を
仰
ぎ
見
る
。

　

霞
ヶ
浦
か
ら
昇
る
初
日
は
厳
か
に
そ
し
て
格
別
美
し
く
モ
ネ
の
印
象
派
の

「
日
の
出
」を
思
わ
せ
る
幸
せ
な
時
間
で
す
。
一
年
の
幸
と
平
安
を
祈
り
つ
つ
。

　

水
戸
街
道
の
真
鍋
あ
た
り
は
昔
の
面
影
が
よ
く
残
っ
て
い
る
と
教
え
て
く

れ
た
人
が
あ
っ
た
の
で
散
策
し
ま
し
た
。
民
家
の
配
置
が
印
象
的
で
し
た
。

常
総
の
街
に
押
し
寄
す
濁
流
を
ヘ
リ
に
託
せ
り
命
綱
下
り
る大

越　

里
子

は
ん
な
り
と
枝し

だ
れ垂
紅
梅
咲
き
初
め
ぬ
彩い

ろ

形
よ
し
香
も
ほ
の
か
な
り

菊
地　

公
代

神
戸
か
ら
仙
台
ま
で
を
飛
行
機
に
一
人
旅
し
た
小
一
の
男お

ま
ご孫渡

部　

克
美

七
十
年
戦
な
か
り
し
世
を
祝ほ

ぎ
て
初
日
耀か

が
よ
ふ
予
科
練
の
湖

栗
田　

幸
一

こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
見
据
え
て
頑
張
ら
ず
紙こ

よ縒
り
の
よ
う
に
生
き
た
し
二
人

小
松
﨑
み
ず
え

空
澄
み
て
紫
峰
と
な
れ
る
夕
筑
波
混
沌
の
世
に
な
だ
ら
か
に
立
つ

井
上　

寛
江

黄
金
の
初
日
の
ひ
か
り
さ
す
湖
に
つ
り
舟
浮
か
び
影
絵
の
ご
と
く

瀬
古
澤
和
子

土
浦
の
真
鍋
の
坂
は
宿
場
に
て
昔
を
語
る
黒
き
板
塀

市
島　

紀
郎

雀
よ
雀
い
ず
こ
に
隠
る
人
の
世
に
小
さ
き
平
安
も
ち
て
き
た
れ
よ

宇
留
野
む
つ
み

白
き
帆
の
き
ら
め
く
水
面
は
藍
色
に
い
よ
よ
深
み
ゆ
く
霞か

ほ浦
の
静
寂

金
丸　

玉
貴

仏
壇
を
清
め
カ
レ
ン
ダ
ー
の
そ
り
直
し
の
っ
ぺ
仕
込
め
ば
わ
れ
に
春
来
ぬ

山
口　

あ
さ

冬
の
日
を
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
は
咲
き
継
ぎ
ぬ
紅あ

か

き
花
び
ら
大
き
く
張
り
て

平
澤　

良
子

百
歳
の
健
康
年
齢
楽
し
む
を
目
指
し
て
歌
詠
み
体
き
た
え
ん三

浦
清
次
郎

空
澄
み
て
は
る
か
紫
峰
を
眺
む
れ
ば
白
雲
悠
々
旅
ご
こ
ろ
湧
く

佐
藤　

哲
子

南
天
の
赤
ふ
さ
ふ
さ
と
蘇
り
は
や
年
の
瀬
を
恙つ

つ
が
な無

く
過
ぐ

井
上　

秀
子
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割
烹
着
た
た
ん
で
座
る
春
の
膳

谷
藤
美
智
子

親
子
孫
絵
馬
を
並
べ
て
初
詣
で

近
藤　

稔
夫

初
夢
を
添
削
し
て
る
律
義
者

臼
井　

桃
代

初
詣
で
家
族
の
福
を
ま
た
願
う

五
十
嵐
一
清

年
女
健
康
願
う
初
詣
で

久
保
田
莉
凡

願
い
事
箇
条
書
き
し
て
初
詣

富
永　

柳
道

祈
願
太
鼓
天
ま
で
と
ど
け
初
詣

石
引
た
か
女

初
詣
で
出
来
る
五
体
に
先
ず
感
謝

中
島
み
さ
お

　

母
の
大
晦
日
は
正
月
の
準
備
、
終
わ
っ
た
頃
は
明
け
方
、
今
年
も
良
い
年
で

と
祈
り
な
が
ら
晴
れ
着
に
着
替
え
家
族
が
春
の
膳
に
座
る
の
を
待
っ
て
い
る
。

　

娘
が
孫
を
連
れ
て
里
帰
り
、
今
年
も
筑
波
山
神
社
へ
初
詣
で
に
行
き
絵
馬

を
奉
納
し
た
が
ど
こ
ま
で
願
い
が
届
く
や
ら
。

　

生
真
面
目
な
人
達
は
夢
と
い
え
ど
も
辻
妻
合
わ
せ
を
す
る
だ
ろ
う
。
美
辞

麗
句
を
並
べ
夢
物
語
に
作
り
代
え
て
い
る
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
だ
。

　

親
か
ら
自
分
達
ま
で
毎
年
願
っ
た
こ
と
が
今
日
の
家
族
を
つ
く
っ
た
。
こ

れ
か
ら
も
健
康
な
日
々
に
励
み
ま
す
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

神
様
に
お
願
い
事
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
新
し
い
年
代
を
ス
タ
ー
ト
す
る

に
あ
た
り
、
一
番
大
事
な
こ
と
を
ま
ず
は
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

正
月
恒
例
の
風
景
。
善
男
善
女
で
神
社
は
大
盛
況
。
受
験
に
就
職
、
恋
愛

に
結
婚
、世
界
の
平
和
ま
で
、両
手
に
余
る
願
い
事
。で
も
一
番
は
家
族
の
幸
せ
。

　

昨
年
九
月「
関
東
・
東
北
豪
雨
」に
鬼
怒
川
の
堤
防
が
決
壊
し
郷
里
が
大
き

な
被
害
を
受
け
た
。
今
年
は
穏
や
か
な
年
で
有
れ
か
し
と
唯
唯
祈
る
。

　

五
体
満
足
の
人
生
が
最
高
で
あ
ろ
う
。
で
も
案
外
意
識
し
な
い
こ
と
が
多

い
。
せ
め
て
初
詣
で
の
際
、
健
康
に
改
め
て
感
謝
し
た
い
も
の
で
す
。

新
春
に
詠
む
俳
句

新
春
に
詠
む
俳
句

新
春
に
詠
む
川
柳

新
春
に
詠
む
川
柳

元
旦
や
朝
日
ま
ぶ
し
き
筑
波
山

吉
田　

博
子

ひ
と
り
で
に
手
を
合
わ
し
お
り
初
筑
波

山
本
慶
吉
郎

刀
剣
の
眠
り
を
覚
ま
す
初
明
か
り

山
根　

延
子

初
日
の
出
瑞ず

い
き気

広
が
り
四
方
を
包
む

増
田　

洋
子

福
寿
草
天
を
支
へ
て
を
り
に
け
り

根
本　

晴
市

初
詣
結
ぶ
御お

み
く
じ

神
籤
花
と
な
り

中
嶋
千
惠
子

飾
炭
香
る
座
敷
の
客
と
な
り

土
屋
佐
奈
江

初
晴
れ
や
後
光
の
さ
し
て
阿
弥
陀
仏

土
田　

信
子

　

時
の
過
ぎ
る
早
さ
の
中
で
、
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
嬉
し
さ
。
い
つ
も
の
朝

日
が
元
旦
に
は
一
段
と
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
、喜
び
と
感
謝
が
静
か
に
湧
き
上
る
。

　

い
つ
も
泰
然
自
若
と
し
て
心
の
拠
り
所
と
な
る
筑
波
山
。
と
り
わ
け
年
明

け
に
見
る
筑
波
山
に
は
尊
崇
の
念
が
沸
き
ひ
と
り
で
に
手
を
合
わ
し
て
い
る
。

　

鎌
倉
時
代
の
一
振
り
の
名
刀
。
見
る
者
を
拒
む
よ
う
な
鋭
い
刀
身
も
今
朝
は

博
物
館
の
窓
よ
り
差
し
込
む
暖
か
い
光
り
を
反
射
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

一
夜
明
け
た
元
旦
の
朝
は
、
空
気
が
澄
ん
で
清
々
し
い
。
自
然
に
生
気
が

湧
い
て
く
る
。
感
謝
の
念
と
、
今
年
も
頑
張
ろ
う
と
い
う
思
い
に
な
る
。

　

福
寿
草
は
、
そ
の
絶
妙
な
開
き
加
減
で
、
天
を
支
え
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

ア
ト
ラ
ス
の
よ
う
に
、
罰
と
し
て
で
は
な
く
、
楽
し
げ
に
、
生
き
生
き
と
。

　

初
詣
の
御
神
籤
が
神
社
の
大
き
な
樹
に
結
ば
れ
て
い
く
。
大
吉
も
小
吉
も
。

次
第
に
増
え
て
ま
る
で
花
が
咲
い
た
よ
う
。み
ん
な
の
願
い
が
叶
い
ま
す
よ
う
に
。

　

飾
炭
の
切
り
口
、
そ
の
菊
花
模
様
が
光
る
。
日
本
人
の
美
意
識
の
象
徴
と

も
言
え
る
こ
の
文
化
が
、
失
わ
れ
る
事
の
な
い
様
に
平
和
を
祈
る
。

　

去
年
の
事
は
去
っ
た
事
。
今
年
こ
そ
は
家
族
全
員
が
健
康
で
あ
り
た
い
。

阿
弥
陀
仏
様
に
心
よ
り
の
祈
願
を
す
る
と
き
、
眩
し
い
後
光
を
浴
び
た
。
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